
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７１号 ２０１９／１１ 
発行：福山市人権交流センター 

編集：NPO法人ゆにばーさる 

〒720－0835福山市佐波町 262－3 

Tel（084）951－5700 fax（084）951－5701 
E-mail:jinken-kouryu-center@city.fukuyama.hiroshima.jp  

 

※駐車場は台数に限りがあるため，なるべく公共交通機関をご利用

ください。 

日時 

１２月８日(日)  
９：３０～１５：３０ 
場所：福山市人権交流センター  
（福山市佐波町２６２－３） 
入場無料・手話通訳・要約筆記・ワイヤレス補聴器あり 

２０１９ふくやま 人権・平和フェスタ 

絵：広島県立福山工業高等学校 佐藤 萌子
さん 

毎年１２月４日～１０日の「人権週間」の期間中，

市内各地でさまざまな人権啓発のためのイベントが行

われています。人権交流センターでも毎年「ふくやま

人権・平和フェスタ」を開催しています。 

今年度は，すべての人の人権が尊重され，若者たち

が未来に希望を持てる社会をめざし，また世代を越え

てつながり合えるまちづくりをめざして，今ある人権

課題についての理解を深める機会としていただくため

開催します。 

☆コーナー満載！！ 

・ステージ発表 

・おりづるチェレンジ！ 

・フードコーナー 

・バラ苗配布  

・ロビー展示 

・登録型本人通知制度仮受付コーナーなど 

詳しい内容は 

こちら↓ 

★メイン行事（10:40～12:10） 

映画上映（60分特別編集版）「性別が，ない！」 

インターセックス漫画家のクィアな日々 

＆監督 渡辺 正悟さん 

（福山市出身） 

トークショー 

場所 1F 会議室 

時間 11:15～13:00 

VR による昭和 20 年 8 月 6 日被爆前の廣島 

※体験できるのは，10名です。 

（希望多数の場合は，抽選です。） 

※体験希望の方は，受付で抽選券

を配布します。（9:30 まで） 

※抽選は，工業高校ステージ発表

時にホールで行います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間 2019 年度人権交流センターロビー展示 

11月 21 日(木)  

   ～ 

12月 26 日(木) 

「人権と平和にはせる私たちのメッセージ」 

人権と平和の確立をめざして活動している市内の団体を紹介します。 

2020 年 

１月９日(木) 

   ～ 

２月 1３日(木) 

「世界人権宣言とホロコースト」 

～ユダヤ人差別が生んだ大量虐殺～ 

世界人権宣言が，国連の第３回総会で採決されて，７１年になります。 

世界人権宣言は，人類に多大な惨禍をもたらした第二次世界大戦を痛烈に反省することの中

から生み出されました。それゆえに，同宣言の基本精神は「差別を撤廃し人権を確立すること

が恒久平和を実現する確実な道であること」を明らかにするとともに，差別撤廃と人権確立の

ために，国際連帯の重要性が強調されています。 

しかし，今の世界情勢をみると，自国の利益を優先する政策や，そのために国の指導者に権

力を集中する動きが見えてきています。 

そこで，世界人権宣言の発端となったナチスによるホロコーストが，どのようなものであっ

たかを振り返り，すべての人々が平等に持っている，人権と命について考えてみませんか？ 

 

ホロコーストとは・・・ 

「ホロコースト」とは，ギリシャ語で「火に焼かれたいけにえ」を意味します。17 世紀末には「大

虐殺，皆殺し」を意味するようになりました。現在では，「ナチス・ドイツ」による 600 万人のユ

ダヤ人を中心にした大量虐殺をあらわす言葉として知られています。1948 年の国連総会は大量虐

殺という犯罪を，「明確な意図をもって国家，文化，人種，宗教などで結ばれた人々を全員あるいは

一部，殺りくする行為」と定義しました。ホロコーストはその実例です。 

１０月６日（日）人権交流センターにおいて，人権講演会『子どもたちの明日を考える』

～拡がる格差と貧困～を開催しました。子どもの生活実態調査からの現在の状況や課題，

広島県が実施する子どもの貧困対策などについてお話され，参加者からは，「貧困につい

て知らないことが多く勉強になった」「県の取組みについてもわかりやすく話されて参加

してよかった」との声がたくさんありました。 

子ども実態とどのような支援が必要なのかを参加者と一緒に考えることができた講演

会でした。 

人権講演会 

「子どもたちの明日を考える」～拡がる格差と貧困～ ・・・終えて 

講師：山下 真澄さん 

福山市人権交流センター人権啓発・交流事業 ヒューマン シネマ サロン 

６月３０日（日）映画「聲の形」・・・鑑賞後の感想（アンケートより） 

★多様な生き方を感じた。耳
が聴こえないこと，本当に
大変なことです。生きるこ
と，周りの助けがいかに必
要か，共に生きるというこ
とをしっかり考えさせてく
れる映画でした。 

★いろいろな音があり，「こ

えのかたち」の感じ方，考え

方があるということ，アニメ

なのでわかりやすく良かっ

たです。 


